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定員：各日 8名程度

　7月 15 日（土）
 10:30-13:30

生活体験館
（まゆの家）「げんこつとわらび餅」

硬いおやつの代表 ” げんこつ ”とやわらかい ” わらび餅 ” を伝承料理の会と
一緒に作ります。   四季を食べる講座

参加料：500 円

6月 3日 (土 )～ 6月 17日 (土 )  ＊応募者多数の場合は抽選

定員：15 名

参加料：200 円

エントランス
ホールのすみ

 

  土のクレヨンを
作ってみよう

8月  4 日、25 日
（全て金曜日）
    10:30-11:30 当日受付

　①7月 23 日（日）
    ②8 月   8 日  （火）
  14:00-14:45

エントランス
ホールあるいは
企画展示室内

石が登場する絵本やお話を朗読します。
聞きに来てくださいね。

テーマ「石」 参加無料

  お話し会
当日受付

岩石を細かくした粉を使って、クレヨンを作るよ。

　文化の森にある生活体験館（まゆの家）
は明治・大正時代の養蚕農家を復元した建
物です。天井に取り付けられた煙抜きの障
子に床下の暖房設備など、家の様々なとこ
ろに養蚕のための工夫があり、養蚕と生活
が密接だった当時の暮らしぶりを垣間見る
ことができます。落ち着いた雰囲気のある
まゆの家は訪れた人の憩いの場となってい
ます。

美濃加茂市民ミュージアムにある常設展示室
をWEB上で見られます。気軽に「ふらり」と
立ち寄って、気の向くままにページを開いて
みてください。そして、何かここで感じたこ
とがあれば、それを確かめにこの展示室や現
地を訪れてみてはいかがですか…

【ふらりと展示室】

美濃加茂地域を中心とすることがらを
事典形式で解説。

【美濃加茂事典】

Webでも楽しもう！文化の森

文化の森HP
http://www.forest.minokamo.gifu.jp/
→データベース→美濃加茂事典

文化の森HP http://www.forest.minokamo.gifu.jp/
→ふらりと展示室

JR美濃太田駅北口より乗車、「文化の森」下車
（乗車時間約10分）
※時刻表など詳しくは、あい愛バスのホーム
　ページをご覧下さい。　
　https://aiai-bus.com/
　

■交通
●鉄　道

●自動車
●あい愛バス

 JR名古屋駅から美濃太田駅まで
東海道本線・高山本線経由、
特急「ひだ」で約40分
美濃太田駅北口から徒歩約17分
東海環状自動車道美濃加茂ICから約5分

TEL

■ご利用のご案内
開館時間

休  館  日

9：00～17：00
（ただし、施設の貸出し利用は8：30～22：00まで）
月曜日
（ただし、祝日の場合は開館し、直後の平日休館）
年末年始

展覧会情報のほか、風景・アート・収蔵資料など、
みのかも文化の森の魅力を発信していきます。 6月 19日、26日

7月  3日、10日、18日、24日、          31日
8月  7日、14日、21日、28日　
9月  4日、 11日、19日、25日

【6･7･8･9 月の休館日】
病院

「生活体験館（まゆの家）」    
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美濃太田駅北口発 文化の森発文化の森着 美濃太田駅北口着

文化の森へ、 貴重な資料を
寄贈していただきました。
ありがとうございました。

『博物館研究』第1巻第2号　ほか
糸魚川 登美子さん（瑞浪市）

大矢峻嶺の画材　一式
花村 康秀さん（関市）

舩坂芳助作　版画作品　　ほか
佐光　壽さん（太田町）

岡本一平作　紙本淡彩軸装作品　ほか
森　俊郎さん（古井町）

長谷川美佐男作　水彩画
野田 喜裕さん（名古屋市）

井戸富男さん（川辺町）

雛人形　ほかサバ寿司の箱
神明神社（蜂屋町）

石器
鈴木秀保さん（名古屋市） 

反射実体鏡　ほか
朝原 杉夫さん（田島町）

天秤棒　ほか
渡邉　充さん（川合町）

キリダメ
森　和子さん(伊深町)

向龍館　手桶寿司の容器　ほか
奥田 好子さん（太田町）

向龍館　手桶寿司の容器
馬渕 眞弓さん（加茂野町）

石臼　ほか
匿名

舩坂芳助作　版画作品　計90点　ほか
舩坂 芳助さん（東京都)

美濃太田駅駅弁のお茶の容器　ほか
福住 広美さん（本郷町） 水谷 武彦さん（太田町）

『レッドデータプランツ』山と渓谷社

民具展示館
生活体験館（まゆの家）

　132023年   月    　日  土 ｰ 　月 　　日  日5

逍遙こみち

　わたしたちの身の回りには当たり前にたくさんの石があり、日々の暮らしの中で活用されています。玄関へのアプローチや家のまわりを囲む石垣、
庭の置石、アクセサリー、習字に使うすずりなどなど、その数はたくさんあります。また石が好きで、きれいな石を集めているという人もいるでしょう。
　美濃加茂市を中心としたこの地域にも、様々な特徴的な石があります。それは2億年前のものだったり、2,000万年前や1,900万年前のものだったり、
ごつごつしたり、キラキラしたりしています。その石は見つかる場所によって、色や形、重さや硬さが異なります。そしてそれはわたしたちの住む
美濃加茂の大地がどのようにしてできたのか、ということと大きく関係があります。
　本展ではみのかもの大地を構成している地質に着目し、そこに分布している岩石やそこに含まれている鉱物などを紹介します。
    石が出来上がるまでには、長い年月が必要です。それはわたしたちが想像するよりも、生きる時間よりも遥かに長い時間です。地球の長い長い年
月の中で育まれ、偶然出来上がり、今わたしたちの目の前に現れている、自然の力が結集した石の魅力とそれを形成した大地のエネルギーを感じて
いただけたらと思います。

「ザグリキ」 「蔟（まぶし）」

　7月 15日 (土 )～ 7月 30日 (日 )  

参加無料

岐阜県内の大地や岩石について研究してこられたお二人に、この地域の大地の特徴
などをお話していただきます。

定員：20 名程度

　8月 19 日（土）
　8月 20 日（日）
  14:00-15:30

研修室
  連続ミニフォーラム

『おもしろいし !岐阜・美
濃加茂の大地と岩石』1、2

・・

forum & event

　美濃加茂地方では明治末期か
ら養蚕が盛んにおこなわれるよ
うになりました。暮らしの中で
養蚕の道具たちがどのように使
われ、また姿を変えていったの
か。人々と蚕の紡いできた歴史
を紹介します。

　この春に完成した「逍遙こみち」。
今まで文化の森の中にあった散策
のためのみちを、歴史、アート、
自然を楽しみながら散歩ができる
よう、整えました。
　木々の間を吹き抜ける風、野鳥
のさえずり、森の中の木々の香り
を楽しんでいただければ．．．．．．

早稲田大学野外劇
日時：9月 9日土、10 日日
場所：みのかも文化の森

講師 :小井土 由光氏（岐阜大学名誉教授）
：鹿野 勘次氏（元岐阜県立多治見北高等学校教頭）

●会場 ●内容●日時

会期

会場 観覧無料

蚕とまゆ 展
　8 　27

予告‼

観覧
無料

刊行物の紹介
商品価格は税込みです。

A4 判 /6P/200 円

「子どもの時のおもひで」
を読みとく展

いつも近くに石･石･　  展
みのかもの大地と足元の石たち

7月18日(火)、24日(月)、31日(月)
8月  7日(月)、14日(月)、21日（月）

●会   場 企画展示室ほか ●観覧料 無料

●会   期 2023.  15 8 27日土7

美濃加茂市伊深町牛牧に露出しているチャート層

「紀要 第 23 集」

A4 判 /106P/500 円



2023 年  6月～9月

二
百
十
日

アートな 1 日講座
●定員●日時 ●名称 ●内容 ●申し込み方法 ●会場 ●参加料

 
12名

イベント
●定員●日時 ●名称 ●内容 ●会場 ●参加料

7/15 (土)
14:00 -15:00 第230回 森の朗読会 市民による朗読です。

作品：「クローバーの交差点」『99のなみだ』より   名取佐和子/作
　　

緑のホール 無料 106 名

蚊帳をつり、夏じたくをします。7 / 15 (土) ～ 8 /20 (日)蚊帳つり

鎌を竹に結びつけて、風を追います。8 / 26 (土) ～ 9 / 3  (日)二百十日

短冊に願いを書いて、七夕を飾ります。6 /24 (土) ～ 7 / 7 (金)七夕かざりまゆの家

年 中 行 事

自由観覧

●名称 ●日時 ●申し込み方法 ●会場

●持ち物

●参加料 ●定員

●定員●対象

●内容

 

夏休みこども講座 m i n o k a m o  c i t y  m u s e u m

ふらっとみゅーじあむ
※応募者多数の場合は　抽選になります。106 名8/19 (土)

14:00 -15:00 第231回 森の朗読会
市民による朗読です。
作品：「大もりいっちょう」　長崎源之助 /作
　　   「ピアノとわたし」　長崎源之助/作

緑のホール 無料

【 6/ 15（木）～ 6/29（木）】

【 7/ 6（木）～ 7/20（木）】

夏を染める7/29 (土)
9:30 -12:00

藍の生葉で絹布を染めます。
　持ち物：エプロン、ビニール手袋、
　　　　ゴム手袋、雑巾

6/ 10 (土)～6/24 (土 )           
工芸室 1,500円

程度 12名

ていねいな暮らし講座
●定員●日時 ●名称 ●内容 ●申し込み方法 ●会場 ●参加料

ー無料
 9/9 (土)
      ～10  (日)
9:00 -17:00

科学・社会科作品展
各小中学校から選ばれた夏休みの科学作品、社会科作品を展示
します。質の高い作品をご覧ください。
お問合せ：教育センター（℡0574-28-3255）

企画展示室
美術工芸展示室

ー無料
 9/9 (土)
      ～10  (日)
9:00 -17:00

2023みのかも
発明くふう展

子どもたちの新しい発想や未来の夢をかたちにした作品を一堂
に展示します。子どもたちの夏休みの成果をご覧ください。
お問合せ：商工観光課（℡0574-25-2111　内線 261)

展示ホール

 9/16 (土)
14:00 -15:00 第232回 森の朗読会 市民による朗読です。

作品：「リリアン」ほか　山田太一/作　 無料 106 名緑のホール

4名生活体験館
(まゆの家)

（暑い場合は　
工芸室に変更）

300円

はたおりについて学びな
がら、きれいな布を織りま
しょう。
持ち物：水筒

はたおり （小学3年生
　　　 　以上）

8/ 3 （木） 
9：30-11：30

8/ 16 （水） 
9：30-12：00

●名称 ●日時 ●参加費●内容

石はかせからの物知りコーナーと、「石、いし」が
テーマの本の読み聞かせライブです。たのしく聞
いて、クイズに答えたら．．．

この石はねこ？バス？・・・色えんぴつやえのぐを
使って、石を何かに見立てて、すてきな作品を作
りましょう。

カニサイが生きていたころ、そこはどんな場所
だったのかな？骨のパーツを組み合わせて、土
の中から掘り出したところのカニサイを作りま
しょう。

いろいろな色の羊毛で石をくるんで、自分だけの
あたたかい石を作りましょう。ペーパーウェイト
にぴったりです。

申し込み不要で自由に参加できます。　当日直接エントランスホールに来てください。

② 「この石、何に
      見えるかな？」

③「カニサイのほね、
     見つけたよ！」

④  「すてきな
       石のたまごを
       つくろう！」

無料

100円

100円

200円

50名
程度

50名
程度

50名
程度

この地域にも火山灰で出来た地層がみつかって
いるよ。ところで火山灰って何だろう。この中
にふくまれているものの秘密を探ろう。

持ち物：筆記用具、 水筒、 タオル

15名
（小学校3年生
 以上から
 中学生まで）

10名
（中学生から   
高校生まで）

8/ 11 (金・祝) 
9：30-12：00

  工芸室

  工芸室など

100円

500円

「火山灰」のひみつ

【地域の歴史を知ろう】

①「石にはひみつが
　 いっぱい！」

小中学生
幼児は保護
者付き添い

民具展示館  
～ 8/27 (日) 蚕とまゆ展 無料古くから盛んに養蚕が行われてきた美濃加茂市。養蚕の道

具とともにかつての暮らしを紹介します。
ー生活体験館

（まゆの家）

収蔵品展

無料緑のホール 106 名6/17 (土)
14:00 -15:00

市民による朗読です。
作品：「電球を替えるのはあなた」　森 絵都/作
　　   「サービスの落とし穴」　森 絵都/作
　　   「子どもの世界　大人の事情」　髙田 郁/作  

第229回 森の朗読会

収蔵品展 美術工芸展示室 無料美濃加茂市民ミュージアムの収蔵美術品を展示いたします。 ー6/22 (木)　   
～ 7/6 (木)

8/ 3（木）
13:30-15:30

8/24（木）
13:30-15:30
終了随時

8/17（木）
13:30-15:30
終了随時

8/10（木）
13:30-15:30
終了随時

●持ち物 ぼうし、 水筒、 タオル

●参加料 無料
●会　場 生活体験館（まゆの家）

●日　時 7/26（水）～ 7/28（金）
9:00-12:00

化粧土をかけた表面をひっかいて絵
を付けます。出来上がった作品は、
後日お渡しします。（送料は有料）
持ち物：エプロン、タオル

1,000円

　　　　　　　　　

四季を食べる講座
●定員●日時 ●名称 ●内容 ●申し込み方法 ●会場 ●参加料

15名500円

 

栗の皮をむければ、後は簡単、絶品、
栗おこわ。
持ち物：エプロン、三角巾、マスク 【8/5 (土)～8/19 ( 土)】

9/16 (土)
10:30-13:30 栗おこわ

15名
生活体験館
(まゆの家)
（受付も）

500円
硬いげんこつとやわらかいわらび餅、
どちらも好きですよね？！
持ち物：エプロン、三角巾、マスク 【6/3 (土)～6/17 (土)】

7/15 (土)
10:30-13:30 げんこつとわらび餅

陶芸
掻き落としの
豆皿づくり

陶芸室
【6/20 ( 火)～7/2 (日)】

7/23 (日)
10:00ｰ16:00

＊直接会場に来てください。自由に参加できます。

楽しみにしていた夏休み！　
まゆの家でゆるっとすごしてみませんか？
夏休みにぴったりの遊びを用意して待っています！

＊「青空図書館」10:30-16:00も同時開催します。

水筒

水筒

＊本を借りたい人は
市立図書館の貸し
出しカードと本を入
れる袋

作品を持ち帰る袋

ー

昨年度の様子

※イベントや講座について、
今後の予定や定員が変更に
なる場合がありますので、文
化の森ホームページでご確
認いただくか、電話でお問合
せください。

■文化の森ホームページ講座専用申込フォーム
　こちらのQRコードからもお申し込みできます。 →
■はがき（住所、氏名、電話番号、希望講座を記入。
                       夏休みこども講座 は学年もお書き添えく
                       ださい。)
■ご来館
※応募者多数の場合は抽選となります。抽選結果は郵送にて   
　お知らせいたします。

講座にお申し込みいただいた
個人情報は、以下の項目のみに
使用します。
1.お申し込みに関する問合せ
2.講座開催に関する連絡
3.抽選結果の通知

事前申し込み
について

電話、FAXによる受付は行い
ません。右記のいずれかの
方法でお申し込みください。

文化の森で

  夏遊び　

夏遊びの様子

ふらっとみゅーじあむの様子

七夕かざり

拓本をとって
みよう

拓本( たくほん ) とは、石や木などからに刻まれ
た文字や模様、形を墨を使って紙に写し取った
ものです。この地域にある石碑などを拓本にとっ
て、その歴史を留めてみませんか。
持ち物：筆記用具、水筒、タオル


